
チェチェンについて 
【チェチェン共和国概要】 

 ・面積 ： １７，３００平方キロ  

（四国より少し小さい） 

 ・首都 ： グローズヌイ 

 ・人口 ： ７０～１００万人 

 ・言語 ： 独自のチェチェン語 

 

【日本でチェチェンが知られるようになった事件】 

 ・２００２年１０月２３日 

   モスクワ劇場占拠事件 

   （死者 人質 129 名、武装ゲリラ 41 名） 

 ・２００４年９月１日 

   北オセチア小学校占拠事件 

   （死者数不明。1400 名とも言われる） 

 ともに、チェチェン武装集団による人質事件 

 

【チェチェン紛争の原因】 

① ロシア国家統一の維持 

② 石油資源 ：チェチェン産出の石油、石油パイプライン 

③ 紛争により儲ける人たち 

 

【歴史】 

 ・１６～１９世紀 ロシアの侵攻とチェチェンの抵抗 

 ・１９２４    チェチェン自治州発足 （→ソ連支持派閥が徐々に力を強める） 

 ・１９４４    スターリンによる強制移住 ：寒さや病気で 20 万人以上亡くなったとも言われる 

 ・１９５７    チェチェンへの帰還 （フルシチョフによるスターリン批判） 

 ・１９９１．８  クーデター（ゴルバチョフ大統領を軟禁）失敗 

 ・１９９１．１０ チェチェン民族会議がグローズヌイを占拠。 

大統領選挙実施し、ドゥダーエフ選出。独立を宣言 

 ・１９９１．１１ ロシア エリツィン大統領武力介入 

 ・１９９４．１１ 第１次チェチェン戦争     

 ・１９９６．４  ドゥダーエフ大統領暗殺 

 ・１９９６．８  停戦協定   

 ・１９９７．１  チェチェン共和国大統領選挙 → アスラン・マスハードフ選出 

 ・１９９７．５  マスハードフとエリツィンによる「平和と相互関係に関する条約」 

          以降、チェチェン内部の分裂が目立つ 

 ・１９９９．８  バサーエフ司令官 隣国ダゲスタンに侵攻 （→第２次チェチェン戦争） 

          武装勢力 南部山岳地帯に拠点を移動。ゲリラ戦に。 

 ・２００１．９  プーチン大統領 「チェチェン紛争は国際テロとの戦い」と強調   

 ・２００３．３  ロシア軍の厳戒態勢下で、大統領選挙 → アフマト・カディロフ新大統領（親ロシア政権） 

 ・２００４．５  カディロフ パレード最中に暗殺 

 ・２００５．３  マスハードフ ロシア軍により殺害 

 ・２００６．７  バサーエフ ロシア軍により殺害 

 ・２００６．１０ ロシア人ジャーナリスト アンナ・ポリトコフスカヤ 自宅アパートのエレベータ内で射殺 

 ・２００７．３  ラムザン・カディロフが大統領に就任（親ロシア派） 
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